
   

 

  

   ＊＊＊＊＊ 新会長 あいさつ ＊＊＊＊＊ 

☆  
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「味坂校区協働のまちづくり協議会」 

事務局  「ポピーの里」あじさか館内 
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★新体制で 30年度スタート！！ 



【防災防犯部会】 
 

            

 

   

《大雨の対策について》 

  ・昨年 7月、朝倉地区を中心に九州北部豪雨が発生し、死亡者数十名、家屋の倒壊、土砂災害等

多くの被害が出ました。今年も、本格的な大雨・台風のシーズンとなりました。そこで、今回は

大雨の対策として、どのようなことを考えておくべきかについてふれてみました。 

                         （※雨の強さとその状況） 

 ★【気象状況をこまめにチェック】     

  ・近年、集中豪雨が頻発する傾向に

あり、大雨による災害から身を守

り、財産の被害を防ぐには、テレビ

やラジオ、地域の防災無線放送な

どが伝える気象情報や警報に注意

しておきましょう！! 

 

 ★【避難方法・避難経路の確認】 

  ・いつ起こるかわからない自然災

害に対しては常日頃の備えが必要

です。自主防災組織での協力体制

をつくりましょう。懐中電灯やラジオなどの防災グッズの保管場所はもちろん、洪水が発生した

際に混乱しないためにも、避難方法や避難経路などの確認をしておきましょう！！ 

 

 ★【大雨が浸水し始めたら】 

  ・大雨が浸水して、防災機関などから異常や非難の呼びかけがあった場

合、指示に従ってすぐに避難しましょう。避難する際には荷物は最小限

に、身軽に両手が使えるようにして、2名以上で行動しましょう。 

“主なこれからの動き” 

※情報発信!! 大雨の対策 

通 称 1ｈ雨量ｍｍ 状   況 

小雨 1未満 地面がかすかに湿る。傘なしで OK  

弱い雨 １～５ シトシト降る。地面がすっかり湿る。 

雨 ５～10 本降りになる。所々水たまりができる。 

やや強い雨 10～20 ザーザー降る。一面水たまりができる。 

強い雨 20～30 どしゃ降り。傘をさしても濡れる。 

激しい雨 30～50 バケツをひっくり返したように降る。 

非常に 

激しい雨 
50～80 

滝のように降る。水しぶきであたり一面が白っ

ぽくなり、視野が悪くなる。災害が発生する。 

猛烈な雨 80 以上 
息苦しくなる。恐怖を感じる。大規模な災害の

起こるおそれが強い。厳重な警戒が必要。 

 


